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環境保護の取り組み

1. 工場廃棄物の年度削減実績

工場や事務所から発生する廃棄物を削減するため、次
の3つのアプローチで取組みました。

①プロセスの見直しと改善により、廃棄物の発生抑

制を図る。

②発生した廃棄物は、再使用や再資源化を図る。

③廃棄せざるを得ないものについては、処分場の負

荷を少なくするため容積低減を図る

この結果、2000年度の最終処分量は551トンで1997年
に比べ70.8％削減しました。また、再資源化率は94％
で、共に目標を達成しました。

沖電気の事業活動への資源投入と環境への排出の概況は次の通りです。
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工場廃棄物の最終処分量と再資源化率（主要生産拠点を対象）

事業活動への資源投入と環境への排出

廃棄物の減量化、再資源化は、今後目指すべき資源循環型社会の基本となるものです。
沖電気では、工場廃棄物（一般廃棄物＋産業廃棄物）の削減目標を下記の通り設定し、活動しています。

◆ 2000年度末までに工場廃棄物の最終処分量を1997年度比、70％削減する
◆ 2000年度末までに工場廃棄物の再資源化率90％を達成する

工場廃棄物の減量化・再資源化

◆エネルギ使用 

　電気 ： 504百万kwh

◆化学物質取扱量 

　PRTR対象物質 ： 283 トン 

◆用水使用 

　上  水  道　：   ３５３ 千トン 

　工業用水　： ２２４３ 千トン 

　地  下  水　： １８５２ 千トン 

◆大気排出 

　CO2 ： ７1913 トン-C 

　PRTR対象化学物質 ： ２７ トン 

◆水域排出 

　PRTR対象化学物質 ： 0.6 トン 

◆廃棄物排出 

　発生量 ： 12673 トン 

　最終処分量 ： 551 トン 

沖グループの開発・生産活動 



環境保護の取り組み

14

2．工場廃棄物の削減活動

■ 産業廃棄物の削減活動
廃プラスチックのマテリアルリサイクルは困難なため、サーマルリサイクル（燃料化）が一般的に行われていま
す。ただし、燃やしたときに生じるダイオキシンを問題視し、富岡地区では成形工程で発生する廃プラスチック
のマテリアルリサイクルに取り組みました。社内外のリサイクル用途の発掘と品質確認評価を行い、その結果リ
サイクル率100％を達成しました。

■ 事務所での廃棄物削減活動
沖電気の各地区では、「電子文書管理システム」の
活用により、紙の使用と排出を減らし森林資源保護
に努めています。東京・幕張地区では、本システム
（社内名称：Rabbit）とネットワークを有効活用し、
紙使用量の大幅な削減を実施しました。
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（電子文書管理システム）

東京・幕張地区紙使用量

「Rabbit」概要
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廃プラスチックリサイクルの用途


